
この事業は、令和６年度農山漁村振興交付金 農山漁村発イノベーション中央サポート事業「地域の食の絆強化推進運動事業」（農林水産省）で実施しています。

令和6年度 地産地消コーディネーター派遣事業について
施設給食での地場産物利用の推進を図りたい、地場産物利用に課題を持っている等について、その課題解決に向けた助言・指導を行う、地場産物利用拡大や
供給体制づくり等に詳しい専門家（地産地消コーディネーター）を派遣する事業です。

事務局にて、応募内容
や課題などを確認して、
選定します。

派遣地域・団体の
選定・決定

様式1「応募用紙」に
必要事項を記入して、
ご応募ください。

①応募する

様式2「派遣申請書」
（目標など）を記入し、
提出していただきます。

②派遣決定

派遣する専門家は派遣
先の意向を確認しなが
ら決定します。

派遣専門家への
打診・調整

地域・団体

事務局

現地派遣の前に、派
遣先・専門家・事務
局の３者で、事前の
情報共有や派遣の進
め方、日程調整など
の打合せを行います。

*オンラインで実施予定

③事前調整 ④派遣の実施

・課題の抽出
・目標の確認
・実践、実行

地域・団体

・課題の整理・共有
・指導内容の検討
・助言、指導

派遣専門家

⑤派遣の報告

1）「地産地消活動
報告会」での報告

2)「様式3派遣報告
書」の提出

*本報告会は、3月上旬・
東京で開催予定です。

*この内容は、翌年6月に
農林水産省へ事業成果報
告書として提出します。

⑥派遣終了

報告資料の
受取と確認

派遣スケジュール派遣スケジュール派遣スケジュール

派遣事業の流れ派遣事業の流れ派遣事業の流れ

月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

内容

*募集開始 *ｵﾝﾗｲﾝ説明・相
談会

○応募締切

*件数に満たない
場合は追加募集

*事前調整
*派遣の実施

*派遣終了（2
月末）

*地産地消活動
報告会の開催
*派遣報告書の
提出

※派遣方法は、下記の2パターンです。

地産地消の機運醸成につなげる

「②単発派遣」
1名の専門家を１回派遣

課題を共有し、具体的な助言につなげる

「①通常派遣」
1名程度の専門家を3回程度派遣

課題解決・助言に向けて
専門家を派遣します。

学校給食 病院・福祉施設 社員食堂・学食など

「地場産物活用を進めたいけど、課題がある…。」
・なにから始めたら良いのかわからない。
・関係者の地産地消の機運を高めたい。
・安定した供給体制をつくりたい。
・地域の農産物を使った美味しい食事を作りたい。
・給食で活用できる加工品を考えたい。 など

【派遣対象】地産地消活動を推進する組織・団体、自治体、JA、病院、福祉
施設、学校給食の調理場、社員食堂、学生食堂、保育園・幼稚園の調理場、
生産者組織、給食事業者等

施設給食への地場産物利用を拡大したい！

栄養教諭、栄養士、生産者組織代表、企業、JA担当者、先進

地域の行政担当者、コンサルタント、シンクタンク、生産支援、

加工品開発など

派遣専門家（地産地消コーディネーター）

地産地消の推進、学校等施設給食への地場産物
利用などに関する知見や経験を有する専門家。

事業のイメージ事業のイメージ事業のイメージ
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